
  

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

     
 

   

                

 

1898

［
明
治
31

］
年 

中
１
回
２
年
生
次 

 

土
浦
中
学
校
で
は
、
開
校
２
年
目
の
1898

年
か

ら
修
学
旅
行
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
年
は
春

(

５
月
24
日
～
26
日)

と
秋(

10
月
24
日
～
28
日)

と
の

２
回
、
１
・
２
年
生
合
同
で
実
施
さ
れ
、
春
は

成
田
方
面
に
、
秋
は
鹿
島
・
佐
原
方
面
に
出
向

い
て
い
ま
す
。
途
中
、
成
田
鉄
道
(注 1)

滑
川
～
成

田
間
、
日
本
鉄
道
土
浦
線(

現
Ｊ
Ｒ
常
磐
線)

牛
久

～
土
浦
間
、
同
土
浦
～
高
浜
間
や
渡
船(

北
浦
、

利
根
川)

の
利
用
は
あ
り
ま
し
た
が
、
他
の
行
程

は
全
て
徒
歩
で
、
１
日
に
20

㎞
以
上
歩
い
て
い

ま
す
。
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず｣

で
す
か
ら
、

修
学
旅
行
の
目
的
は
、
そ
の
知
見
を
広
め
る
こ

と
で
し
た
が
、 

 
｢

…
…
。
隊
は
、
全
校
二
百
の
健
児
を
分
ち

て
、
四
小
隊
と
な
し
た
り
。
而
し
て
各
小
隊
に
、

小
隊
長
以
下
二
名
の
下
士
【
官

】
あ
り
。
こ
の

日
、
お
の
れ
、
第
四
小
隊
右
翼
下
士
と
い
ふ
を

命
ぜ
ら
る
、
不
才
の
身
、
こ
の
大
任
を
全
ふ
し

得
ば
幸
な
り
。
…
…
。｣

(

1900

年
１
月
発
行
『
進
修
第

１
号
』｢

修
学
旅
行
記｣

第
２
年
級
根
本
亀
一
郎)

と
、 

 
｢

…
…
、
嚠
喨
【
り
ゅ
う
り
ょ
う 

管
楽
器
の
音
な
ど

が
澄
み
渡
っ
て
い
る
さ
ま

】
た
る
喇
叭
【
ら
っ
ぱ

】
の

声
と
共
に
、
隊
伍
堂
々
校
門
を
出
づ
れ
ば
…

…
。｣
(

『
進
修
第
１
号
』｢

成
田
紀
行｣

第
１
年
級
甲
組
高

田
弥
太
郎) 

と
あ
る
よ
う
に
、
行
軍(

軍
事
教
練)
に
よ
る
心
身

鍛
練
を
も
兼
ね
て
い
ま
し
た
。 

 

(注 1)

成
田
鉄
道 

 

1896

［
明
治
29
］
年
に
設
立
さ
れ
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
成
田

線
に
当
た
る
鉄
道
を
建
設
し
、
経
営
し
て
い
た
私
設

鉄
道
。
1897

年
に
佐
倉
～
成
田
間
で
開
業
し
、
1898

年
に
佐

原
ま
で
開
業
。
1901

年
に
は
成
田
～
我
孫
子
間
が
開
業
し

た
。
1920

［
大
正
９
］
年
国
有
化
。 

   

1899

［
明
治
32

］
年 

中
１
回
３
年
生
次 

  

1899

年
度
に
は
、
１
・
２
年
生
合
同
と
３
年
生

と
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
春
と
秋
と
の
２
回
行
い
、

10
月
15
日
～
20
日
に
、
３
年
生
は
日
光
に
詣

で
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た(

１
・
２
年
生
は
大

洗
・
常
陸
太
田
・
水
戸
方
面)

が
、
旅
行
前
に
、
下
妻

中
学
校(

現
下
妻
一
高)

野
球
部
か
ら
挑
戦
状
が

届
き
ま
し
た
。 

 
｢

…
…
、
折
し
も
、
下
妻
野
球
撰
手
よ
り
の
、

挑
戦
状
は
来
り
ぬ
、
時
恰
【
あ
た
か

】
も
、
修

学
旅
行
の
あ
る
を
機
と
し
、
戦
は
十
五
日
を
以

て
開
く
べ
く
、
即
ち
我
撰
手
は
、
福
山
教
諭
の

下
に
、
撰
手
監
督
成
井
藤
三
郎
飯
田
裕
吉
氏
と

共
に
、
一
行
に
先
【
さ
き
だ

】
つ
こ
と
三
日
、

十
三
日
に
遠
く
敵
地
に
侵
入
せ
り
、
…
…
。｣

(

1900

年
９
月
発
行
『
進
修
第
２
号
』｢

雑
報
・
下
妻
野
球
合
戦｣) 

と
、
選
手
た
ち
は
満
を
持
し
て
下
妻
に
乗
り
込

み
、
試
合
に
備
え
ま
し
た
。 

 

一
方
、
試
合
の
応
援
に
当
た
る
３
年
生
は
、 

 
｢

秋
風
そ
よ
ぐ
昨
日
今
日
、
日
光
の
宮
に
詣

で
ゝ
結
構
の
語
を
唱
へ
ば
や
、
と
三
年
級
五
十

余
名
は
、
四
教
師
監
督
の
下
に
、
十
五
日
の
午

前
四
時
よ
り
、
小
溝
に
落
ち
入
り
た
る
者
さ
へ

あ
り
た
る
、
闇
を
た
ど
り
て
、
急
歩
下
妻
に
着

き
常
総
倶
楽
部
に
宿
し
、
兼
て
よ
り
、
野
球
合

戦
に
汗
握
ら
む
と
思
ひ
し
か
ど
、
…
…
。｣(

『
進

修
第
２
号
』｢

雑
報
・
日
光
旅
行｣) 

と
、
試
合
会
場
の
下
妻
中
学
校
に
向
か
い
ま
し

た
。
し
か
し
、 

 
｢

…
…
、
枝
静
か
な
ら
む
と
欲
す
る
も
、
風

止
ま
す
と
や
、
あ
ゝ
雨
は
降
り
来
り
ぬ
、
さ
れ

と
横
瀬
審
判
官
の
一
令
の
下
に
、
戦
は
開
か
れ
、

吾
先
つ
攻
軍
た
る
も
、
如
何
せ
む
、
雨
は
ふ
り

に
降
り
し
き
り
、
球
は
濡
れ
て
手
に
も
止
ら
ず
、

足
は
す
べ
り
て
地
に
つ
か
ず
、
空
し
く
涙
を
の

み
て
、
霊
腕
施
す
に
由
な
き
時
の
、
口
惜
さ
は

如
何
は
か
り
ぞ
や
、
幾
夜
の
夢
に
入
り
け
む
こ

の
戦
も
遂
に
画
餅
と
な
り
ぬ
。
さ
れ
と
当
日
三

回
迄
の
有
様
は
、
い
は
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
吾
に

こ
を
記
す
へ
き
筆
な
き
を
如
何
せ
む
、
よ
し
あ

り
と
す
る
も
、
整
々
堂
々
の
陣
張
る
に
、
及
は

さ
り
し
戦
は
述
ふ
る
も
せ
む
な
か
る
べ
し
。
…

…
。｣(

『
進
修
第
２
号
』｢

雑
報
・
下
妻
野
球
合
戦｣) 

と
あ
る
よ
う
に
、
夢
に
ま
で
見
た
土
浦
中
学
校

野
球
部
最
初
の
対
外
試
合
は
、
３
回
降
雨
ノ
ー

ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。 

 

失
望
の
淵
に
沈
ん
だ
３
年
生
で
し
た
が
、
16

日
、
雨
の
中
、
一
声
の
軍
歌
勇
ま
し
く
常
総
倶

楽
部
を
後
に
し
て
、
結
城
ま
で
行
軍
し
、
結
城

か
ら
は
日
本
鉄
道
水
戸
線(

現
Ｊ
Ｒ
水
戸
線)

と

両
毛
線(

現
Ｊ
Ｒ
両
毛
線)
と
を
利
用
し
て
栃
木

に
至
り
、
吉
川
楼
泊
。
17

日
、
栃
木
か
ら
日
光

例
幣
使
街
道
を
鹿
沼
ま
で
歩
き
、
鹿
沼
か
ら
今

市
ま
で
は
日
本
鉄
道
日
光
線(
現
Ｊ
Ｒ
日
光
線)

に
乗
り
、
今
市
泊
。
18

日
、
今
市
の
宿
を
午
前

４
時
に
出
発
。
小
暗
き
杉
並
木
の
間
を
進
み
、

日
光
の
町
へ
入
る
と
、
東
照
宮
・
輪
王
寺
・
二

荒
山
神
社
な
ど
に
詣
で
、
日
光
駅
午
後
３
時
発

の
日
光
線
で
宇
都
宮
に
至
り
、
白
木
屋
泊
。
19

日
、
宇
都
宮
市
内
見
学
の
後
、
午
前
10

時
発
の

日
本
鉄
道
奥
州
線(

現
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線)

に
小
山
駅

ま
で
乗
車
し
、
小
山
か
ら
は
水
戸
線
の
線
路
を

歩
き
、 

 
｢

…
…
、
途
鬼
怒
川
の
鉄
橋
を
渡
る
と
き
、

目
く
る
ひ
足
お
の
ゝ
き
、
源
平
の
そ
の
か
み
勢

多
【
瀬
田

】
の
橋
渡
も
か
く
や
と
思
は
れ
て
を

か
し
。
…
…
。｣(

『
進
修
第
２
号
』｢

日
光
詣
で｣

第
３

年
級
中
山
庄
一
郎) 

と
の
ス
リ
ル
を
味
わ
い
つ
つ
、
夕
陽
将
に
沈
ま

ん
と
す
る
頃
、
下
館
に
到
着
。
堺
屋
泊
。
列
車

の
本
数
が
少
な
い
と
は
い
え
、
線
路
を
歩
き
、

鉄
橋
を
渡
る
な
ど
、
無
茶
が
許
さ
れ
た
時
代
で

し
た
。
20

日
の
最
終
日
、
下
館
の
町
を
鶏
の
声

に
送
ら
れ
て
出
発
。
上
大
島
を
過
ぎ
る
頃
か
ら

雨
と
な
り
、
北
条
か
ら
は
雨
強
く
風
烈
し
く
、

歩
行
も
困
難
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、
よ
く

こ
れ
に
耐
え
て
校
門
に
辿
り
着
き
、
６
日
間
60

里(

約
240
㎞)

の
修
学
旅
行
を
終
え
ま
し
た
。
第

３
年
級
山
口
剛
は
、
旅
行
記｢

日
光
の
宮
居｣

(

『
進
修
第
２
号
』
所
収)

を 
 
｢

…
…
、
師
と
友
と
に
わ
か
れ
て
家
に
帰
り
、

水
浸
る
ゝ
ポ
ッ
ケ
ッ
ト
探
り
て
時
針
を
出
せ

ば
、
硝
子
板
霧
に
掩
は
れ
て
陰
暈
【
い
ん
う
ん

】

針
を
弁
じ
難
く
之
を
拭
ひ
て
僅
に
時
の
正
午

に
近
き
を
知
り
つ
。｣

 

と
結
ん
で
い
る
よ
う
に
、
雨
に
祟
ら
れ
た
修
学

旅
行
と
な
り
ま
し
た
。 

 

雨
に
は
泣
か
さ
れ
ま
し
た
が
、
３
年
生
の
宿

泊
は
旅
館
で
し
た
。
し
か
し
、
１
・
２
年
生
は
、

民
家
に
分
宿
す
る
な
ど
、
宿
に
は
恵
ま
れ
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。
特
に
18

日
の
上
菅
谷
で
の
宿

は
酷
か
っ
た
よ
う
で
、
第
１
年
級
児
玉
亮
重
は
、

｢

修
学
旅
行
ノ
記｣(

『
進
修
第
２
号
』
所
収)

に
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

 
｢

…
…
、【
太
田
鉄
道

(注 2)

】
太
田
町
停
車
場
ニ
着

セ
シ
ハ
四
時
頃
ナ
リ
キ
、
是
レ
ヨ
リ
停
車
場
ニ

休
憩
シ
テ
五
時
発
ノ
列
車
ニ
乗
リ
込
ミ
ヌ
。
…

…
幾
程
モ
ナ
ク
上
菅
谷
停
車
場
ニ
着
シ
、
一
同

下
車
シ
テ
旅
宿
ニ
向
ヒ
ヌ
レ
ド
モ
今
日
聞
キ

シ
所
ニ
ヨ
レ
バ
、
上
菅
谷
ニ
ハ
余
等
ノ
如
キ
多

第１５５号 

号 

号 

 

号 
 中１回生の修学旅行 

土浦中学校では、開校２年目の 1898［明治 31］年から修学
旅行を始め、1901［明治 34］年 10月には、５年生(中１回)20
余名が、日本鉄道海岸線(現ＪＲ常磐線)を利用して、仙台や松
島を巡っています。 
 引用文中の旧字体は新字体に改めました。 
 なお、引用文中の【  】内は筆者による注記です。 
 

（土浦一高・旧土浦中学とその周辺の物語） 

2022（令和４）年４月 19 日   
茨城県立土浦第一高等学校  
進修同窓会旧本館活用委員会  
ＨＰ  http:www.sin-syu.jp/ 
 

進修同窓会 HPにアクセス 

土浦中学校第１回生（創立 70周年記念誌『進修』） 



  

 

人
数
ノ
宿
泊
ス
ベ
キ
所
ナ
シ
ト
、
果
セ
ル
哉
、

軈
【
や
が

】
テ
着
キ
シ
ハ
左
方
ニ
老
杉
翁
【
蓊

】

鬱
タ
ル
森
林
ヲ
扣
【
ひ
か

】
ヒ
【
ヘ

】、
右
方
ハ

隴
【
ろ
う 
畑

】
圃
【
ほ 

野
菜
や
果
樹
の
畑

】
打
続

キ
狐
狸
ヨ
リ
他
ニ
棲
ム
モ
ノ
ナ
シ
ト
思
ハ
ル

ル
一
大
古
寺
ナ
リ
ケ
レ
バ
、
余
等
ハ
呆
然
ト
シ

テ
言
葉
モ
出
デ
ズ
、
サ
リ
ト
テ
是
非
ナ
ケ
レ
バ
、

草
鞋
脱
ギ
捨
テ
、
屋
内
ニ
入
ル
ニ
、
畳
モ
ナ
ク
、

寒
サ
ハ
寒
シ
、
如
何
ト
モ
ス
ル
ニ
由
ナ
ケ
レ
ド
、

是
レ
又
身
体
鍛
練
ノ
為
メ
ナ
リ
ト
、
相
誡
メ
テ

不
平
ヲ
鳴
ラ
サ
ズ
、
快
談
頻
リ
ニ
催
シ
テ
、
笑

声
室
内
ニ
喧
【
や
か
ま

】
シ
、
此
ノ
夜
茶
菓
ヲ

饗
セ
ラ
レ
、
九
時
寝
ニ
就
ク
、
…
…
。｣ 

 

何
と
も
凄
ま
じ
い
所
に
泊
ま
っ
た
も
の
で

す
。
し
か
し
、
我
が
大
先
輩
諸
氏
は
、
い
さ
さ

か
も
動
じ
ず
、
立
派
な
も
の
で
す
。 

 

(注 2)

太
田
鉄
道 

 
 

水
戸
と
常
陸
太
田
と
を
結
ん
で
い
た
私
設
鉄
道
。 

1897

年
11
月
、
水
戸
駅
～
久
慈
川
駅
間
が
開
業
。
1899

年

４
月
、
久
慈
川
駅
～
太
田
駅
間
を
延
伸
開
業
し
、
水

戸
駅
～
太
田
駅
間
が
全
通
し
た
。 

 

1900

［
明
治
33

］
年 

中
１
回
４
年
生
次 

 

建
築
中
で
あ
っ
た
校
舎(

立
田
校
舎)

が
完
成

し
て
、
1899

年
12

月
に
移
転
を
終
え
、
翌
年
４
月

１
日
に
は
、
茨
城
県
土
浦
中
学
校
と
改
称
、
独

立
し
、
龍
ケ
崎
分
校(

現
竜
ヶ
崎
一
高)

も
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
年
か
ら
修
学
旅
行
は
秋
の
み

と
な
り
、
10

月
14

日
～
19

日
に
実
施
さ
れ
ま

し
た(

１
年
生
の
み
18
日
ま
で)

。
１
年
生
は
筑
波
・

笠
間
・
大
洗
・
水
戸
方
面
へ
、
２
年
生
は
鹿
島
・

佐
原
・
成
田
・
龍
ケ
崎
の
霞
ヶ
浦
周
回
コ
ー
ス

で
、
龍
ケ
崎
で
は
分
校
生
と
の
対
面
式
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
３
年
生
は
日
光
詣
で
。
４
年
生
は

鎌
倉
・
横
須
賀
方
面
に
出
掛
け
ま
し
た
。 

 
 

1901

年
７
月
発
行
『
進
修
第
３
号
』｢

修
学
旅

行
記 

鎌
倉
横
須
賀
方
面
の
記｣

(

第
４
年
級
中

山
庄
一
郎
・
山
口
剛
・
菅
谷
軍
次
郎)

に
よ
れ
ば
、
一

行
は
総
員
40

名
、
２
小
隊
編
成
。
14

日
、
午
前

５
時
発
の
列
車
で
土
浦
駅
を
出
立
し
、
上
野
駅

下
車
。
二
重
橋
で
皇
居
を
遙
拝
し
、
桜
田
門
、

芝
公
園
、
泉
岳
寺
を
見
学
。
品
川
駅
か
ら
東
海

道
線
で
藤
沢
駅
に
至
り
、
藤
沢
泊
。
15

日
、
清

浄
光
寺
に
詣
で
、
実
弾
射
撃
所
、
江
の
島
、
瀧

口
寺
、
極
楽
寺
、
鶴
岡
八
幡
と
辿
り
、
門
前
吉

田
屋
泊
。
16

日
は
鎌
倉
の
名
所
旧
跡
を
巡
り
歩

き
、
吉
田
屋
に
連
泊
。
17

日
は
神
嘗
祭
の
祭
日
。

鎌
倉
駅
か
ら
汽
笛
一
声
、
横
須
賀
線
で
横
須
賀

駅
に
到
着
。
横
須
賀
は
海
軍
の
町
。
早
速
、
海

軍
鎮
守
府
に
向
か
い
、
造
船
所
を
見
学
。
さ
ら

に
ド
ッ
ク
に
至
り
、
ド
ッ
ク
の
構
造
や
ク
レ
ー

ン
、
そ
こ
で
建
造
中
の
水
雷
艇
や
軍
艦
を
目
の

当
た
り
に
し
、
驚
く
ば
か
り
。
さ
ら
に
北
清
事

変
か
ら
帰
港
し
接
岸
中
の
軍
艦｢

龍
田｣

に
乗

船
し
、
海
軍
大
尉
に
よ
る
、
海
軍
の
現
況
、
軍

艦
の
種
類
、
軍
人
生
活
の
有
様
な
ど
の
講
義
を

受
け
て
学
び
を
深
め
、
士
官
の
厚
意
に
感
謝
の

意
を
捧
げ
ま
し
た
。
講
義
後
、
２
小
隊
に
分
か

れ
、
各
大
尉
に
率
い
ら
れ
て
艦
内
各
所
を
縦
覧
。 

 
｢

…
…
、
近
世
理
学
の
進
歩
せ
る
、
軍
艦
の

如
き
一
と
し
て
之
を
応
用
せ
ざ
る
な
く
、
か
ゝ

る
大
艦
も
わ
か
身
を
動
か
す
如
く
自
由
自
在

な
る
を
見
て
も
知
る
べ
し
、
あ
ゝ
今
の
戦
は
腕

力
に
あ
ら
ず
し
て
学
問
に
あ
り
、
勉
め
ざ
る
可

ら
ず
、
…
…
。｣

 
と
の
決
意
を
胸
に
下
船
し
ま
し
た
。
昼
食
後
は

ラ
ン
チ(
汽
艇)

に
乗
っ
て
、
新
造
一
等
巡
洋
艦

｢

八
雲｣
に
向
か
い
ま
し
た
。
八
雲
は
1900

年
６
月

に
ド
イ
ツ
か
ら
購
入
さ
れ
、
８
月
30

日
に
横
須

賀
に
回
航
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
タ
ラ
ッ
プ
を
昇

り
乗
船
す
れ
ば
、｢
実
に
海
上
の
一
城
廓
な
り｣

、

と
そ
の
宏
壮
雄
大
に
目
を
見
張
り
、
案
内
の
士

官
・
水
兵
の
態
度
と
併
せ
て
、｢

か
ゝ
る
堅
艦
、

勇
壮
な
る
軍
人
の
あ
る
を
観
て
、
い
か
に
わ
が

国
の
頼
も
し
き
か
を
感
し
つ
ゝ｣
、
鎮
守
府
を

辞
し
て
金
沢
八
景
に
向
か
い
、
東
屋
泊
。
18

日
、

称
名
寺
に
詣
で
た
後
、
軍
歌
の
声
勇
ま
し
く
、

山
野
の
景
を
眺
め
、
村
落
の
中
を
過
ぎ
、
杉
田
、

神
奈
川
を
経
て
、
横
浜
駅
午
後
３
時
発
の
列
車

で
新
橋
駅
へ
。
宿
は
下
谷
常
総
館
。
夜
９
時
ま

で
の
外
出
が
許
さ
れ
、
東
京
の
夜
の
賑
わ
い
を

楽
し
む
者
少
な
か
ら
ず
、
旧
知
の
友
を
訪
ね
た

者
も
あ
り
ま
し
た
。
19

日
午
前
９
時
、
隊
伍
を

整
え
て
常
総
館
を
出
発
し
、
向
島
か
ら
隅
田
川

の
長
堤
を
辿
っ
て
北
千
住
に
至
り
、
12

時
発
の

列
車
で
無
事
土
浦
に
帰
着
し
ま
し
た
。 

 

1901

［
明
治
34

］
年 

中
１
回
５
年
生
次 

 

1901

年
の
修
学
旅
行
は
、
10

月
６
日
に
出
立
し
、 

１
年
生
は
筑
波
・
大
洗
方
面
に
、
２
年
生
は
鹿

島
・
成
田
に
、
３
年
生
は
日
光
に
詣
で
、
４
年

生
は
東
京
・
鎌
倉
・
横
須
賀
方
面
に
、
５
年
生

は
仙
台
・
松
島
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

1902

年
９
月
発
行
『
進
修
第
４
号
』｢

み
ち
の

秋
雨｣(

第
５
年
級
山
口
剛)

に
よ
れ
ば
、
10

月
６
日
、

５
年
生
20

余
名
(注 3)

は
、
名
越
時
孝
先
生(

国
語 

在
職

1899

年
～

1908

年)

と
近
藤
時
香
先
生
（
理
科
、
在
職

1900

年
～

1904

年

）
と
の
引
率
の
下
、
立
田
校
舎
を
出

発
。
水
戸
街
道
を
北
へ
進
み
、
石
岡
駅
か
ら
午

前
11
時
前
の
日
本
鉄
道
海
岸
線
仙
台
行
に
乗

り
込
み
ま
し
た
。
石
岡
駅
か
ら
乗
車
し
た
の
は
、

初
め
て
編
成
さ
れ
た
写
真
隊
の
手
馴
ら
し(

国

分
寺
跡
で
撮
影)

と
、
１
日
中
汽
車
に
乗
っ
て
い

た
の
で
は
鍛
練
に
な
ら
な
い
と
考
え
た
か
ら

な
の
で
し
ょ
う
。
予
定
よ
り
４
時
間
も
遅
れ
、

夜
10

時
頃
仙
台
駅
着
。
加
賀
三
に
宿
泊
。 

                    
 

７
日
、
雨
の
中
を
第
二
師
団
司
令
部
、
二
十

九
聯
隊
、
青
葉
城
、
躑
躅
岡
、
瑞
鳳
寺
と
仙
台

市
内
を
歩
き
廻
り
、
加
賀
三
に
連
泊
。
８
日
も

雨
の
中
、
多
賀
城
跡
を
訪
れ
、｢

野
田
の
玉
川

は
い
づ
こ
、
末
の
松
山
は｣

と
尋
ね
廻
り
な
が

ら
、
泥
濘
の
道
を
歩
み
、
午
後
２
時
頃
に
鹽
竈

神
社
に
到
着
。
参
詣
後
、
海
路
松
島
に
向
か
う

予
定
も
、
船
便
は
欠
航
。
陸
路
も
険
悪
の
た
め

塩
釜
市
内
に
宿
泊
。
９
日
も
雨
止
ま
ず
、
風
も

強
く
、
欠
航
は
続
き
、
仕
方
な
く
、
横
殴
り
の

雨
の
中
、
全
身
洗
う
が
如
く
、
困
頓
た
る
状
態

で
松
島
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。
雨
の
中
、
僅
か

に
松
島
五
大
堂
と
瑞
巌
寺
を
巡
り
、
松
島
駅
前

の
宿
に
宿
泊
。
10

日
は
晴
れ
。｢

昨
日
を
今
日

に
か
へ
ま
ほ
し｣

と
思
い
な
が
ら
松
島
駅
へ
。

午
前
５
時
発
の
奥
州
線
列
車
は
２
時
間
近
く

遅
れ
、
７
時
に
発
車
。
仙
台
駅
か
ら
接
続
予
定

で
あ
っ
た
海
岸
線
列
車
に
乗
り
継
げ
ず
、
な
ら

ば
、
と
そ
の
ま
ま
奥
州
線
で
岩
沼
駅
ま
で
行
き
、

待
ち
時
間
に
武
隈
の
松
を
見
て
、
武
隈
神
社
に

参
詣
。
海
岸
線
の
後
続
列
車
に
乗
り
継
い
で
、

午
後
８
時
水
戸
駅
着
。
上
り
列
車
は
既
に
無
く
、

水
戸
泊
。
11

日
、
弘
道
館
を
見
学
し
た
後
、
水

戸
駅
か
ら
上
野
行
の
列
車
に
乗
り
、
土
浦
に
帰

着
し
ま
し
た
。 

 

引
率
の
名
越
先
生
は
、
万
事
ま
ま
な
ら
な
か

っ
た
こ
の
奥
州
行
を
『
進
修
第
４
号
』｢

遊
奥

雑
記｣

の
中
で
、『
世
事
多
齟
齬
』
と
題
し
て
、 

｢

此
行
也
。
前
後
齟
齬
。
不
一
而
足
。
初
按

鉄
道
時
刻
表
。
以
為
【
お
も
ヘ
ラ
ク

】
自
石
岡
搭

汽
車
。
晡
時
【
夕
方

】
可
達
仙
台
。
豈
料
【
あ

ニ
は
か
ラ
ン
ヤ

】
汽
車
生
毀
損
。
行
進
過
時
。
其

到
仙
台
。
夜
既
二
更
【
亥
の
刻
。 

午
後
10
時
頃

】
。

既
泊
仙
台
。
連
日
風
雨
溟
濛
。
道
路
険
悪
。
松

島
塩
釜
之
勝
。
不
能
縦
観
焉
。
此
為
最
恨
事
。

其
就
帰
途
也
。
又
会
汽
車
誤
期
。
不
能
一
日
而

帰
郷
。
途
半
而
徒
投
宿
。
嗟
乎
【
あ
あ

】
僅
々

数
日
之
行
。
而
其
失
時
誤
期
。
齟
齬
失
望
。
如

此
也
。
況
於
世
途
之
険
。
蜀
道
【
蜀
の
桟
道

】
不

啻
【
た
だ

】
乎
。
少
年
之
徒
。
未
経
世
故
。
或

以
為
天
下
之
事
。
皆
可
以
如
意
。
其
亦
鑒
【
鑑
】

戒
於
此
行
。
可
也
。【
生
徒
た
ち
は
、
世
の
中
の
諸
々

を
ま
だ
経
験
し
て
な
い
の
で
、
何
で
も
自
分
の
思
う
よ
う
に

で
き
る
に
違
い
な
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
旅
行

で
の
体
験
は
、
戒
め
と
す
べ
き
こ
と
な
の
で
あ
る
。
】｣

 

と
記
し
、
生
徒
へ
の
戒
め
と
し
て
い
ま
す
が
、

中
１
回
生
は
、
下
妻
中
と
の
野
球
ノ
ー
ゲ
ー
ム

と
い
い
、
こ
の
旅
行
と
い
い
、
何
と
も
雨
に
祟

ら
れ
た
学
年
で
し
た
。 

 

(注 3)

５
年
生
20
余
名 

 

中
１
回
生
の
入
学
者
は
80
名
、
卒
業
は
39
名
。
こ

れ
は
、
飛
び
級
で
上
級
学
校
に
進
学
し
た
者
や
諸
般

の
事
情
で
中
途
退
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
者
が
い
た

こ
と
に
よ
る
。
こ
の
修
学
旅
行
に
は
、
経
済
的
な
事

情
か
ら
参
加
を
断
念
し
た
生
徒
も
い
た
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

（
高
21

回 

松
井
泰
寿
） 

1887（明治 20）年
12月 15日開業の鹽
竈（塩釜）駅 
（『鉄道古写真帖』） 

 

1894（明治 27）年竣工の仙台停車場（仙台駅) 
    （『古写真にみる日本の鉄道』） 

 


